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会 議 録 

会議の名称 平成 29年度 第 4回 栃木中央地域会議 

開催日時 平成 29年 7月 20日（木）18時 30分開会～21時 05分閉会 

開催場所 栃木市役所本庁舎 3階 正庁 

出席者及び欠席者氏名 別記 1のとおり 

事務局職員職氏名 別記 1のとおり 

その他出席者等 別記 1のとおり 

会議事項 別記 2のとおり 

会議の公開又は非公開の別 公開 

傍聴人の数 なし 

その他必要事項 なし 

会議の経過（議事の要旨） 別記 3のとおり 

 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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別記 1 出席者及び事務局 

 

○出席者（委員） 

会 長 佐山 正樹     副会長 石河 不砂 

委 員 臼井 義雄     委 員 大島  努 

委 員 大出 陽子     委 員 岡田 真由美 

委 員 木村 隆夫     委 員 杉戸  洋 

委 員 関口 利枝     委 員 羽田 明子 

委 員 町田 爽起夫    委 員 松本 真由美     

委 員 村田 弘子     委 員 森戸  稔 

 

○欠席者（委員） 

委 員 池添  亮     委 員 鷹箸 久江 

委 員 田島  大     委 員 山本 キミ子 

 

○事務局 

【総合政策部】 

 飯島 正則（地域づくり推進課長兼栃木中央地域まちづくりセンター所長） 

 加茂 浩史（地域づくり推進課長補佐） 

 福田 英臣（地域づくり推進課主査） 

 鈴木 晃子（地域づくり推進課主事） 

 臼井 崇倫（地域づくり推進課主事） 

 

○その他出席者 

【生活環境部】 

早乙女 忠芳（環境課副主幹） 

紺野 純一（環境課主査） 

【都市整備部】 

 石塚 昌平（市街地整備課長） 

 栃木 幸夫（市街地整備課副主幹） 

 神永 幸枝（市街地整備課主査） 
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別記 2 会議事項（議題及び会議結果） 

 

1 開 会 

 

 

2 会長あいさつ 

佐山会長 

  

 

3 議 事 

（1）「環境基本計画改定『地域の取り組み』について」（意見聴取） 

・栃木地域の環境づくりの方向性について、環境課の職員による説明。 

※環境課題や取り組むべき施策について意見があれば、8月 10日（木）までに事務局 

に連絡することとなった。 

 

（2）「地方都市リノベーション事業について」（報告） 

・事業の進捗状況や今後の整備計画について、市街地整備課の職員による説明。 

 

（3）「栃木市シビックコア地区整備計画について」（情報提供） 

・事業の概要について、事務局より説明。 

 

（4）地域予算提案事業検討 

・これまでの議論を踏まえ、地域予算の対象事業として、以下の 5つを候補とした。 

・子育て初めてカード配布事業 

・観光案内誘導サイン整備事業 

・栃木中央地域交通事故防止対策事業（継続事業） 

・多世代が元気になる公園事業 

・こどもの登下校安全事業 

 

 

4 その他 

（1）次回の地域会議について 

    ・次回開催予定 平成 29年 8月 17日（木） 18時 00分～ 

            とちぎ蔵の街観光館 2階 多目的ホール 

 

 

5 閉 会 
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別記 3 会議の経過（議事の要旨） 

 

発言者 議題 ・ 発言内容 ・ 決定事項 

 

 

 

 

 

 

 

担当課 

 

 

 

 

 

 

 

佐山会長 

 

委員 

 

 

 

 

 

担当課 

 

 

 

佐山会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 開会 

 

2 会長あいさつ 

 

3 議事 

（1）「環境基本計画改定『地域の取り組み』について」（意見聴取） 

 

現在の環境基本計画は平成 24年度に策定され、5年後の平成 29年度に中間目

標を、10年後の平成 34年度に最終目標を設定しております。 

今回は中間目標の達成に向けて計画の進捗状況を確認し、現状を踏まえて修正

していく中で、各地域の取り組みのページに記載してある「環境課題」と「取り

組むべき施策」について加筆・修正などの意見を求めるものです。 

 

【栃木地域の「環境課題」と「取り組むべき施策」について説明】 

 

ただ今の説明に対して、委員の皆様から何かご意見はございますか。 

 

この計画について、市には総合計画や都市計画マスタープラン、教育基本計画

など様々な計画がありますが、それらと整合性はとれているのですか。 

例えば、この地域の環境課題として挙げられているのが、生物多様性の低下や

市街地の空洞化、公共交通・道路環境問題などで、都市計画・自然環境・生活上

の環境整備と多岐にわたっていますが、他の計画との整合性を教えてください。 

 

最上位の計画である総合計画とは整合性をとっています。また、市街地の空洞

化に関しては、空き家・空き地の増加による雑草の問題などがあり、課題として

挙げてあります。 

 

今回は、記載されている内容の他に、栃木中央地域には「こんな問題がある」

とか「書き加えたほうがよい項目がある」とか、地域会議として論点を上げてほ

しいということですね。 

 では、何か意見がありましたら 8 月 10 日までに事務局宛てに連絡いただくと

いうことで、委員の皆様もご了解願います。 

ありがとうございました。担当課の方はご退席ください。 

 

次の議題に移ります。（2）の地方都市リノベーション事業について、担当課よ

りより説明をお願いします。 
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担当課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐山会長 

 

委員 

 

 

担当課 

 

委員 

 

担当課 

 

委員 

 

担当課 

 

 

委員 

 

担当課 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

（2）「地方都市リノベーション事業について」（報告） 

 

現在、旧栃木市役所本庁舎及び旧栃木中央小学校の跡地で進めております「地

方都市リノベーション事業」の概要とこれまでの進捗、今後の整備スケジュール

をご説明いたします。 

この事業は昨年度から着手しており、平成 27 年 7 月の地域会議で全体の整備

計画を一度ご説明しておりますが、本年 4月より新たに委員となられた方もいる

ことから、改めてご説明するものです。 

 

【事業の進捗状況や（仮称）地域交流センターの概要などについて説明】 

※以下、整備する施設の名称は仮称です。 

 

ありがとうございました。皆様から質問をお願いします。 

 

栃木公民館の機能が地域交流センターに移るということですが、どこに入るの

ですか。 

 

1階の事務室になります。 

 

子どもたちを集めて何かやりたい場合は、多目的室を使えばよいのですか。 

 

その通りです。その他の部屋もご利用いただけます。 

 

市道の整備について、歩道は片側（北側）にしかないのですか。 

 

その通りです。歩道は北側だけですが、2.5m の幅をとってあります。また、

反対側の路側帯の幅も十分にとってあります。 

 

地域交流センターの駐車場には、何台駐車が可能ですか。 

 

現段階では 80 台程度を想定しています。ただ、駐車場の線を引き直して、で

きるだけ多くの車が停められるよう調整する予定です。 

 

文化芸術館と文学館についてお聞きします。栃木市といえば歴史は外せないと

思いますし、これからの飛躍の売りになる部分ですから、もっと強調しないとい

けないと思っています。 

施設を整備するほかに、観光客が継続して訪れる仕組みというか、経済効果も

考えないといけないと思うのですが、栃木市の歴史はどこでどのように展示する
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担当課 

 

 

 

委員 

 

 

 

担当課 

 

 

 

 

 

委員 

 

担当課 

 

 

委員 

 

担当課 

 

 

委員 

 

 

 

担当課 

 

 

委員 

 

 

 

担当課 

 

お考えですか。 

 

文化芸術館と文学館では、山本有三をはじめとする本市ゆかりの方々の展示を

行い、一体的な活用を図ることによって、相乗効果により賑わいの創出を図って

いきたいと考えております。 

 

事業の目的として「歴史を活かした蔵の街づくりの推進」と書いてありますが、

対象のエリアに嘉右衛門町が入っていません。この部分は、広域的な意味があっ

て書いたものなのですか？ 

 

今回の地方都市リノベーション事業は、建物自体の建設のほかに、整備を通し

てこの地域全体の再活性化を目指しております。 

こちらの場所は、嘉右衛門町と大通り蔵の町地区の中間に位置することから、

これらが連携して 1つの効果を生み出すといった目的の中で、今回の施設整備も

位置付けているところです。 

 

1階の大会議室はどれくらいの広さなのですか。 

 

100名程度の会議が開催できる広さです。栃木公民館の講堂は 300㎡、こちら

の大会議室は 170㎡です。大会議室は多目的室としても使えます。 

 

施設の使用料はいつ決まるのですか。 

 

使用料の調整は生涯学習課の担当で、公民館や他の施設の使用料との整合を図

り、31年度中に決定する方向で準備を進めています。 

 

市には蔵の街美術館や歌麿館など、いろいろな建物が様々な場所に配置されて

いるわけですが、文化芸術館ができることで、それらの施設が 1か所に全部入る

わけですか。 

 

全部がここに入るわけではありませんが、現在の蔵の街美術館や歌麿館につい

ては、今後の公共施設の再編の中で役割分担を検討していくことになります。 

 

地域交流センターには新たに学習室や準備室などを整備予定とのことですが、

現在の市民会館や入舟庁舎と比較したときに、市民の交流の場として、建物全体

の 1階～4階で広さと機能は十分に足りているのでしょうか？ 

 

今回の整備に当たっては、現在の市民会館や入舟庁舎に入っている市の外郭団

体などを含め、市民が使える機能について要望が多かったものの拡充に努めたと
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委員 

 

 

担当課 

 

委員 

 

 

 

 

佐山会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

ころです。 

ただし、部屋の広さや数に制限があるため、アンケートの 460件の中で要望が

多かったものを優先的に設定して、それ以外も多目的室などで対応できるように

しており、市民活動の機能は拡充していると考えています。 

 

この地域に今回のような地域交流センターが欲しいという話は前からあって、

今後、市が持っている様々なハードウェアが再構築されると思うんですが、全体

の構想の中でここをどう位置づけるかを考えていかないと、整備が二度手間三度

手間になってしまうと思うんです。今回せっかく整備しても、全体計画をしっか

り考えておかないと、結局無意味になってしまうんじゃないかと。 

 

特に栃木市は高校が多いので、若者が集える場所というか、市民活動のネット

ワークがもう少しできると思っていましたが、名前のように市民や利用団体が

「交流」するためには、何か働きかけが必要ではないでしょうか。 

例えば、コーディネーターの配置などを検討したらいかがでしょうか。 

 

栃木市には博物館はありませんよね。せっかく整備するわけですから、博物館

は作らないのですか。 

 

 博物館の整備については計画しておりません。 

 

市としての全体構想がないと、何でもその場限りのことになっていくような気

がします。市でも関係する各課でしっかり連携を図って議論してほしい。 

このセンターができて、みんなが住みたくなるような、豊かな感情を持てるよ

うな施設にしてほしいと思います。 

 

 ほかに意見はございませんか。 

では、この件につきましてはここまでとしたいと思います。 

ありがとうございました。担当課の方はご退席ください。 

 

次の議題に移ります。（3）の栃木市シビックコア地区整備計画について、事務

局より説明をお願いします。 

 

 

（3）「栃木市シビックコア地区整備計画について」（情報提供） 

 

栃木駅周辺地区の魅力とにぎわいの創出を目指し、官公庁施設や民間建築物な

どの整備を総合的かつ一体的に実施する事業で、市内に分散する国の行政機関を

集約する合同庁舎及び市のシビックセンター（仮称）などを、平成 32 年度まで
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佐山会長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に一体的に整備する予定です。 

 

ありがとうございました。この件は情報提供ということですので、次の議題に

移ります。 

（4）の地域予算提案事業検討について、事務局より説明をお願いします。 

 

（4）地域予算提案事業検討 

 

前回の会議の後、委員の皆様から 27 個のご提案をいただきました。それらの

事業について、事務局で担当課と調整した結果、地域予算の対象内となるもの、

対象外となるものに整理いたしました。本日はこの資料を基に、具体的な提案の

候補を決めていきたいと思います。 

 

○委員の皆さんから提案された事業（抜粋） 

・子育て初めてカードの配布 

・見守りスタッフがいる「ほっとカフェ」施設 

・世代間交流のため、大型室内遊戯場におもちゃ図書館コーナーを設置 

・多世代が元気になる公園づくり 

・こどもの登下校時の安全確保 

・栃木中央地域交通事故防止対策事業（継続事業） 

・結婚支援のための働きかけ 

・高齢者の体と頭の健康増進 

・高齢者にやさしいまちづくり 

・公共交通の充実 

・「健康ポイント」の導入 

・地域内の中学校のトイレ整備 

・地域内の公園・広場を憩いとおもてなしの場にする 

・観光案内誘導サインの整備 

・歴史的建造物や遺跡等に案内板を設置 

・副読本の配布 

 

【資料に基づき、対象内・対象外となった理由を説明】 

 

検討の結果、地域予算の対象事業として、以下の 5つを候補とした。 

・子育て初めてカード配布事業 

・観光案内誘導サイン整備事業 

・栃木中央地域交通事故防止対策事業（継続事業） 

・多世代が元気になる公園事業 

・こどもの登下校安全事業 
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事務局 

 

 

 

佐山会長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 今後、上記の候補事業について担当課と調整し、事業計画書の案を作成いたし

ます。次回の会議で事業計画書の案をお示しいたしますが、調整の結果、成案と

ならない事業があるかもしれませんので、その点についてはご了承ください。 

 

ありがとうございました。以上で本日の協議事項は終了いたしました。 

この後の進行は事務局にお願いします。 

 

4 その他 

（1）事務連絡 

  ・次回開催予定 平成 29年 8月 17日（木） 18時 00分～ 

          とちぎ蔵の街観光館 2階 多目的ホール 

  ・今後の地域会議の開催日程の配布 

  ・地域自治交流会（10月 14日開催予定）の開催概要の説明 

 

5 閉会 

 

 


